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【表紙内容】

10月19日（日）に基山小学校体

育館で職業体験「キッズドリー

ム」が行われました。基山町商

工会青年部主催で、今回で３回

目となります。参加した138名

の子ども達は、真剣に取り組み

つつ、お仕事の大切さ、楽しさ

を体感していました。

健康・福祉

■基山町重度心身障害者福祉年金を支給します ６

■老人福祉計画策定のための町民ワークショップ
を行います 13

■基山町新型インフルエンザ等対策行動計画に関する
パブリックコメント（意見募集）について 14

■災害による国民年金保険料免除制度について 17

■社会保険料（国民年金保険料）控除証明を発行
〜年末調整・確定申告まで大切に保管を！〜 17

■共同募金 歳末たすけあい運動について 17

■ひとりで悩まず電話してください
｢女性の人権ホットライン｣ 18

子育て

■｢子ども・子育て支援新制度」について
よくある質問 Q＆A ７〜９

募集

■2014ふ・れ・あ・いフェスタ 各種募集!! ３

■Ä竹きりÇボランティア募集 17

■職業訓練受講生１月入所生の募集
〜公共職業訓練でできるを増やし、
早期再就職を目指す〜 19

講座・イベント

■年賀状作成講座 14

■まちなか公民館 展示会のお知らせ 14

■さが食育フェスタ2014 16

■第22回マミーズサミットin佐賀
女性社会起業家フォーラムin基山が開催されます 18

■第５回アルコール問題を考えよう公開講座 18

■第51回佐賀県精神保健福祉大会
(スマイルフェスタ イン 伊万里）の開催 18

■｢第34回青少年健全育成町民大会」開催のお知らせ 19

■第５回リンパ浮腫を学ぶ会 19

まちの話題

■基山町老人クラブ連合会
基山町中央公民館清掃活動を実施 20

■基山町老人クラブ連合会
第２回グラウンドゴルフ大会開催 20

■バレー佐賀県選抜メンバーの平野桃子さん
が町長を訪問しました 20

■基山少年野球クラブが準優勝に輝きました！ 20

クロスロード

■【鳥栖】ハートライトフェスタ2014 21

■【小郡】オータムフェスタ in おごおり
あま〜い恋人2014 21

■【久留米】ふるさとくるめ農業まつり 21

一般

■平成25年度 決算数値公表 ４・５

■三市一町図書館協力協議会によるサガン鳥栖
特別展示のお知らせ ６

■第４回第５次基山町総合計画審議会を開催します ６

■『成人式』を迎える皆さんへ
平成27年１月11日（日）成人式開催 ６

■基山町で農業を始めてみませんか
〜11月は『新規就農推進強化月間』です〜 10・11

■町道白坂久保田２号線の道路改良計画説明会
を開催いたします 12

■基山町消防団秋季防火訓練を実施します 12

■住宅用火災警報器の設置について 12

■町内全域美化活動「クリーンアップKIYAMA」
にご協力ください 13

■家庭用井戸水の検査を実施します 13

■筑後川流域クロスロード協議会シンポジウム
地域力で乗り越える人口減少社会 14

■勤労者福利厚生資金貸付制度を活用しませんか？ 15

■小規模企業共済制度及び経営セーフティ共済
(中小企業倒産防止共済制度）のご案内 15

■秋季火災予防運動実施 15

■今月の納付・納税 18

■《不要図書リサイクル》のお知らせ 19

■相談日一覧 21

■11月のこよみ 22
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▷出店資格 基山町内在住者および基山町内企業に

勤務されている方。ただし、商品販売を生業とす

る方は除きます。

▷出店禁止品 飲食物全般・ペット等の生き物・医

薬品・契約商品（携帯電話・不動産等）

※出店スペースは屋外です。

シートや雨よけ等の設備は出店者各自で準備をお

願いします。

▷出店スペース 原則１区画（２ｍ×２ｍ）、全10区

画。

▷申込み方法

申込み書に必要事項を記入の上、企画政策課あて

にＦＡＸまたは郵送にて申込みください。

▷締切日 11月17日（月）

※申込み多数の場合は抽選とさせていただきます。

※申込み・問合せ先

企画政策課

三養基郡基山町大字宮浦６６６

電話９２―２１８８

ＦＡＸ９２―２０８４

(申込み用紙は基山町ホームページでダウンロー

ドしていただくか、役場企画政策課でお求めくだ

さい。）

ふれあいフェスタでは、ご家庭で不要になったものや手作り品の販売を目的としたフリーマーケットを

開催します。

2014ふ・れ・あ・いフェスタ 各種募集!!

︿
有
料
広
告
﹀

フリーマーケット出店者募集

家庭で使われていない家具や贈答品（タオル、陶

磁器等）、生活用品、雑貨、赤ちゃん用品、子供服、

おもちゃ等をバザー品として募集します。

▷問合せ先・場所

○ライオンズクラブ事務局

駅前中願寺青果店隣

電話９２―３１７８

【募集期間】 11月４日（火）〜12月10日（水）

○農林環境課 生活環境係（役場２階）

電話９２―７９４１

※随時受け付けております。

◎当日のバザー品受渡しに使用する為、不要になっ

た紙袋もあわせて募集しています。

なお、ご提供いただいた不用品は「バザー」等で販

売をして、その収益金は、環境保護や社会福祉等に

役立てる予定です。

一人歩きをする前のハイハイをするお子さんなら

誰でも参加できます。ハイハイの時期は今だけです

ので、ぜひご参加ください。参加者全員に参加賞も

用意しています。

▷開始時間 午前10時40分〜

(受付午前10時〜10時30分）

予約が必要となりますので、参加を希望される方

は事前に保健センターまで申込みください。

※問合せ・申込み先

基山町保健センター

電話９２―２０４５

バザー品募集

赤ちゃんハイハイレース参加者募集
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平成25年度 決算数値公表
町の一般会計や特別会計の決算数値を公表します。これは、町の歳入・歳出の決算状況の概要をより早

く住民の皆さんにお知らせし、理解していただくために行っています。

【一般会計】

(歳入）決算額58億9,929万2千円で前年度より３億5,224万4千円（6.4％)多くなっています。

(歳出）決算額57億1,492万円で前年度より３億2,713万7千円（6.1％）多くなっています。

一 般 会 計 決 算 比 較

歳 入 歳 出（性質別）

区 分
24年度
決算額

25年度
決算額

伸率
(％)

1 町 税 2,400,773 2,361,096 △ 1.7

2 地 方 譲 与 税 58,516 55,728 △ 4.8

3 利 子 割 交 付 金 4,508 4,211 △ 6.6

4 配 当 割 交 付 金 3,322 7,450 124.3

5 株式等譲渡所得割交付金 896 10,404 1,061.2

6 地 方 消 費 税 交 付 金 153,389 152,081 △ 0.9

7 自動車取得税交付金 13,347 11,386 △ 14.7

8 地 方 特 例 交 付 金 4,367 6,019 37.8

9 地 方 交 付 税 1,131,137 1,096,717 △ 3.0

10 交通安全対策特別交付金 3,269 3,299 0.9

11 分 担 金 及 び 負 担 金 88,182 93,231 5.7

12 使 用 料 及 び 手 数 料 96,568 97,728 1.2

13 国 庫 支 出 金 423,371 689,307 62.8

14 県 支 出 金 359,011 330,999 △ 7.8

15 財 産 収 入 9,039 10,661 17.9

16 寄 附 金 4,322 3,701 △ 14.4

17 繰 入 金 155,491 199,470 28.3

18 繰 越 金 135,751 159,265 17.3

19 諸 収 入 103,564 107,848 4.1

20 町 債 398,225 498,691 25.2

歳 入 合 計 5,547,048 5,899,292 6.4

区 分
24年度
決算額

25年度
決算額

伸率
(％)

1 人 件 費 1,168,815 1,111,382 △ 4.9

2 扶 助 費 742,039 760,024 2.4

3 公 債 費 908,231 762,681 △ 16.0

4 物 件 費 695,270 720,649 3.7

5 維 持 補 修 費 53,185 56,207 5.7

6 補 助 費 等 761,728 751,463 △ 1.3

7 積 立 金 80,678 182,518 126.2

8 投資及び出資金・貸付金 23,000 23,000 0.0

9 繰 出 金 606,752 620,737 2.3

10 投 資 的 経 費 348,085 726,259 108.6

⑴ 普 通 建 設 事 業 332,815 726,232 118.2

補 助 事 業 122,914 410,490 234.0

単 独 事 業 209,901 314,802 50.0

⑵ 災 害 復 旧 事 業 15,270 27 △ 99.8

歳 出 合 計 5,387,783 5,714,920 6.1

☆平成25年度歳入決算合計額から歳出決算合計額を差

し引いた184,372千円が平成26年度への繰越金とな

ります。

(単位：千円) (単位：千円)

特 別 会 計 決 算 比 較

区 分

歳 入 歳 出

24年度
決算額

25年度
決算額

伸率(％)
24年度
決算額

25年度
決算額

伸率(％)

国 民 健 康 保 険 2,064,192 2,183,236 5.8 1,959,980 2,095,932 6.9

後 期 高 齢 者 医 療 189,461 191,371 1.0 185,673 190,873 2.8

下 水 道 387,966 375,398 △ 3.2 375,645 366,030 △ 2.6

(単位：千円)
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各種財政指数等年度別比較

項 目 平成24年度 平成25年度 比 較

財 政 力 指 数 0.660 0.665 0.005

経 常 収 支 比 率 92.9 90.9 △ 2.0

人口 1 人 当 た り個人町民税 47千円 45千円 △2千円

人口 1 人 当 た り基金現在高 137千円 136千円 △1千円

人口 1人当たり地方債現在高 349千円 339千円 △10千円

人 口 千 人 当 た り 職 員 数 8.02人 7.88人 △0.14人

財
政
指
数
等

用
語
解
説

◎
財
政
力
指
数

地
方
公
共
団
体
の
財
政

力
を
示
す
指
数
と
し
て
用

い
ら
れ
ま
す
︒
財
政
力
指

数
が
﹁
１
﹂
に
近
く
︑
あ

る
い
は
﹁
１
﹂
を
超
え
る

ほ
ど
財
政
力
が
強
い
と
さ

れ
て
い
ま
す
︒

◎
経
常
収
支
比
率

財
政
構
造
の
弾
力
性
を

測
定
す
る
比
率
と
し
て
使

わ
れ
て
い
る
指
標
で
す
︒

こ
の
比
率
が
低
い
ほ
ど
新

た
な
行
政
需
要
に
弾
力
性

が
あ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
︒

平成25年度 決算数値公表

人口は、各年度の３月31日現在、職員数は、各年度の４月１日現在

平成19年６月に「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」が公布され、地方公共団体は平成19年度決算から財政の健全化

や再生の必要性を判断するために４つの財政指標「健全化判断比率」と公営企業の経営状況を示す指標「資金不足比率」を議会

に報告し、公表することが義務付けられました。

健全化判断比率が１つでも早期健全化基準を超えた場合は、財政健全化計画を策定し自主的な改善努力による財政健全化に

取り組まなければなりません。また資金不足比率が経営健全化基準を超えた場合は経営健全化計画を策定し、経営の健全化を

図ることになります。

基山町の平成25年度決算においては、全ての指標において国の基準である早期健全化基準・財政再生基準・経営健全化基準の

基準内となり、財政状況は健全に運営されていると判断されますが、自主財源の確保や事務事業の見直しにより、一層の財政健

全化に努めてまいります。

健全化判断比率と資金不足比率

平成25年度決算に基づく健全化判断比率

実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率

基 山 町 − − 15.3％ 5.0％

早 期 健 全 化 基 準 15.00％ 20.00％ 25.0％ 350.0％

財 政 再 生 基 準 20.00％ 30.00％ 35.0％ −

※実質赤字比率及び連結実質赤字比率は、該当がないことから「−」表示となります。

平成25年度決算に基づく資金不足比率

資金不足比率

下水道特別会計 −

経営健全化基準 20.0％

※資金不足比率は、該当がないことから「−」表示となります。

健
全
化
判
断
比
率

用
語
解
説

◎
実
質
赤
字
比
率

一
般
会
計
等
を
対
象
と
し

た
実
質
赤
字
額
の
標
準
財
政

規
模
に
対
す
る
比
率
で
す
︒

◎
連
結
実
質
赤
字
比
率

全
会
計
を
対
象
と
し
た
実

質
赤
字
額
又
は
資
金
不
足
額

の
標
準
財
政
規
模
に
対
す
る

比
率
で
す
︒

◎
実
質
公
債
費
比
率

標
準
財
政
規
模
に
対
す
る

公
債
費
や
公
債
費
に
準
ず
る

経
費
等
︵
一
部
事
務
組
合
の
公

債
費
に
対
す
る
負
担
金
や
公

営
企
業
の
公
債
費
に
対
す
る

繰
出
金
等
︶
の
占
め
る
割
合
の

過
去
３
年
間
の
平
均
で
す
︒

◎
将
来
負
担
比
率

一
般
会
計
等
が
将
来
負
担

す
べ
き
実
質
的
な
負
債
の
標

準
財
政
規
模
に
対
す
る
比
率

で
す
︒

◎
資
金
不
足
比
率

公
営
企
業
会
計
ご
と
の
資

金
の
不
足
額
の
事
業
規
模
に

対
す
る
比
率
で
す
︒



きやま 6

(H26.11.1)

基
山
町
重
度
心
身
障
害
者
福
祉
年
金
を
支
給
し
ま
す

重
度
の
心
身
障
害
者
の
方
に
対
し

て
︑
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
重
度
心
身
障
害
者
福
祉
年
金
を

支
給
い
た
し
ま
す
︒

▽
対
象
と
な
る
方

・
(1
)11
月
１
日
現
在
で
本
町
に
居

住
す
る
身
体
障
害
者
手
帳
の
１
級
︑

又
は
療
育
手
帳
を
持
っ
て
い
る
方
︒

・
(2
)11
月
１
日
現
在
で
本
町
に
居

住
す
る
方
の
扶
養
を
受
け
て
い
る

身
体
障
害
者
手
帳
の
１
級
︑
又
は

療
育
手
帳
を
持
っ
て
い
る
方
で
施

設
に
入
所
し
て
い
る
方
︒

▽
申
請
に
必
要
な
も
の

・
①
身
体
障
害
者
手
帳
又
は
療
育
手

帳
②
印
鑑
③
通
帳

▽
申
請
期
間

・
11
月
４
日
︵
火
︶
～
30
日
︵
日
︶

当
日
消
印
有
効
︵
郵
送
の
場
合
︶

※
問
合
せ
・
申
請
先

健
康
福
祉
課

福
祉
係

電
話
９
２
︱
７
９
６
４

三
市
一
町
図
書
館
協
力
協
議
会
に
よ
る

サ
ガ
ン
鳥
栖
特
別
展
示
の
お
知
ら
せ

基
山
町
立
図
書
館
で
は
︑
久
留
米

市
・
鳥
栖
市
・
小
郡
市
・
基
山
町
で

構
成
さ
れ
る
三
市
一
町
図
書
館
協
力

協
議
会
に
よ
る
︑
サ
ガ
ン
鳥
栖
特
別

展
示
を
行
い
ま
す
︒

今
大
活
躍
の
サ
ガ
ン
鳥
栖
の
監
督
︑

選
手
の
写
真
や
選
手
お
す
す
め
の
本

の
コ
メ
ン
ト
︑
フ
ラ
ッ
グ
︑
ユ
ニ

フ
ォ
ー
ム
な
ど
を
展
示
い
た
し
ま
す
︒

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
︒

▽
展
示
期
間

11
月
１
日
︵
土
︶
～
12
日
︵
水
︶

▽
展
示
場
所

基
山
町
立
図
書
館
玄

関
前
図
書
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー

※
問
合
せ
先

基
山
町
立
図
書
館

電
話
９
２
︱
０
２
８
９

第
４
回
第
５
次
基
山
町
総
合
計
画
審
議
会
を
開
催
し
ま
す

第
５
次
基
山
町
総
合
計
画
策
定
に

か
か
る
審
議
会
を
次
の
と
お
り
開
催

し
ま
す
︒

▽
審
議
会
の
内
容

・
第
５
次
基
山
町
総
合
計
画
基
本
構

想
︵
案
︶
の
一
部
修
正
に
つ
い
て

・
第
５
次
基
山
町
総
合
計
画
基
本
計

画
︵
案
︶
に
つ
い
て

・
そ
の
他

▽
開
催
日
時

11
月
25
日
︵
火
︶

午
後
１
時
30
分
～

▽
開
催
場
所

基
山
町
庁
舎

４
階

大
会
議
室

▽
審
議
会
の
公
開

審
議
会
は
原
則
公
開
い
た
し
ま
す
︒

傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は
︑
当
日

会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
︒

※
問
合
せ
先

企
画
政
策
課

総
合
政
策
係

電
話
９
２
︱
２
１
８
８

『

成
人
式
﹄
を
迎
え
る
皆
さ
ん
へ

平
成
27
年
１
月
11
日
︵
日
︶
成
人
式
開
催

平
成
27
年
１
月
11
日
︵
日
︶
午
前

10
時
か
ら
︑
基
山
町
で
は
20
歳
に
な

ら
れ
る
皆
さ
ん
を
祝
い
︑﹃
成
人
式
﹄

を
開
催
し
ま
す
︒

新
成
人
︵
平
成
６
年
４
月
２
日
～

平
成
７
年
４
月
１
日
生
︶
の
方
を
対

象
に
案
内
状
の
発
送
を
11
月
中
旬
に

予
定
し
て
い
ま
す
︒

11
月
１
日
以
降
に
転
入
さ
れ
た
方
︑

ま
た
︑
遠
方
に
お
住
ま
い
の
方
で
故

郷
の
基
山
町
で
成
人
式
を
迎
え
た
い

方
は
︑
基
山
町
教
育
委
員
会
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
︒

※
問
合
せ
先

基
山
町
教
育
委
員
会

教
育
学
習
課

ふ
る
さ
と
歴
史
・

文
化
係

電
話
９
２
︱
２
２
０
０

︿
有
料
広
告
﹀
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｢子ども・子育て支援新制度」についてよくある質問 Ｑ＆Ａ

子ども・子育て支援新制度とは

子ども・子育て支援新制度とは、平成24年８月に「子ども・子育て関連３法」が成立し、そ

れに基づき、幼児期の学校教育・保育、地域の子ども・子育て支援を総合的に推進する新たな

制度のことです。新制度では、各市町村において、保育等の需要見込みや提供体制等を盛り込

んだ「子ども・子育て支援事業計画（平成27年度から５か年）」を策定するとともに、同計画の

策定にあたっては、地域の実情やニーズ等を踏まえるため、各関係者で構成する「子ども・子

育て会議」を設けております。

基山町においても「基山町子ども・子育て会議」を設置し、基山町にふさわしい新しい制度

の構築を目指し取り組んでいます。

子ども・子育て支援新制度の目的は？

１．｢質の高い幼児期の学校教育・保育の総合的な提供」

幼稚園と保育園のいいところをひとつにして、保護者が働いている、働いていないにかかわ

らず利用できる認定こども園の普及を進めます。

２．｢保育の量的拡大・確保、教育・保育の質的改善」

質を確保しながら、新設の保育園や認定こども園などで教育・保育を支援し、待機児童の解

消を目指します。

３．｢地域の子ども・子育て支援の充実」

すべての子育て家庭のために、子育て相談や一時預かりなどを支援し、地域の子育て支援を

充実させます。

新制度で何が変わるの？

新制度に移行する幼稚園や保育園、認定こども園等に関して、主に３つのことが変わります。

１．給付のしくみ等

新制度では、施設の運営に必要な費用は、内閣府からの給付に統一されます。また、この給

付等には、消費税の増収分が充てられることになっています。

２．利用の手続き

幼稚園や保育所、認定こども園等への申し込みとは別に、教育・保育の必要性に応じた支給

認定を受けることが必要になります。

３．保育料

幼稚園や保育園、認定こども園等の保育料は、所得に応じて市町村が決めることになります。

今後、国の基準を上限として、新制度における保育料を決めます。
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子ども・子育て支援新制度に関する Ｑ＆Ａ

Q1 幼稚園・保育園などに入園する手続きはどう変わるのですか？

A1 新制度に移行する幼稚園、保育園、認定こども園等に入園するためには、年齢や

保護者の就労状況等に応じて、３つに区分される『保育の必要性の認定』を受け

なければなりません。認定を受けるための詳しい手続きについては決まり次第

お知らせします。なお、各園への入園や更新の手続きは、大幅には変わりません。

Q2 新制度になると現在の幼稚園や保育園は、なくなってしまうのですか？

A2 新制度では、新しい制度に移行する幼稚園、保育園、認定こども園や現行のまま

運営する幼稚園、認可外保育施設等、いろいろな教育・保育施設が想定されます。

ご希望の施設が新制度に移行する施設かどうかは、各園におたずねください。

Q3 認定こども園とはどんな施設ですか？

A3 認定こども園とは、教育・保育を一体的に行う、いわば幼稚園と保育園の両方の

良さをあわせ持つ就学前の教育・保育施設です。

保護者が働いている、働いていないに関わらず利用でき、保護者の就労状況が変

化した場合でも、通い慣れた園を継続して利用できるのが大きな特徴です。

また、認定こども園には子育て支援の場が用意されており、園に通っていない子

どものご家庭も、子育て相談や親子の交流の場などを利用することができます。

現在、町内には認定こども園はありません。

Q4 新制度での保育料（利用者負担額）はどうなるのですか？

A4 原則として、新制度に移行する幼稚園、保育園、認定こども園等の保育料は、こ

れまでの保育園の保育料決定のしくみと同様に、子どもの年齢や保護者の所得、

さらに利用時間の長短に応じて、国が今後定める基準を上限として、町が決定す

ることとなります。くわしい内容につきましては、決まり次第お知らせします。

Q5 幼稚園の保育料などの仕組みが変わるのですか？

A5 現行のまま運営する幼稚園では、保育料などの仕組みは、今と変わりありません。

新制度に移行する幼稚園では、保護者の所得等に応じて町が決定する保育料を幼

稚園に支払う仕組みになります。
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Q6 家で育児をしています。フルタイムの共働きでなければ、新制度の支援を受

けることができないのですか？

A6 新制度はすべての子育て家庭を支援します。

保育園への入園要件が緩和され、パートタイマー労働者の家庭の子どもも「保育

の必要性の認定」を受けることができます。

また、幼稚園、保育園、認定こども園に通園していなくても、急な用事などの時

には「一時預かり」が利用できます。

地域子育て支援拠点として、子育ての相談や、親子の交流ができる「子育て交流

広場」などもご利用ください。

Q7 幼稚園の預かり保育は、今後は利用できなくなってしまうのですか？

A7 現行のままの幼稚園では、今までと同じように預かり保育が利用できます。

新制度に移行する幼稚園の預かり保育は、「一時預かり」としてご利用いただけ

ます。なお、利用料などは変更になることがありますので園におたずねください。

Q8 新制度により待機児童問題は解消されるのですか？

A8 待機児童の解消は、新制度の大きな目的の１つです。

地域のニーズを的確に反映し「子ども・子育て支援事業計画」を策定し、その計

画に基づき、保育の量と確保に関する方策を実施することで待機児童の解消を目

指します。

Q9 新制度での、放課後児童クラブは変わりますか？

A9 放課後児童クラブのご利用につきましては、現行のままご利用可能です。

新制度での放課後児童クラブは、職員の資格、員数、設備などについて新たな基

準を定めております。

Q10 新制度に向けて町は、どのような取り組みをしているのですか？

A10 町では、平成27年４月新制度本格実施にむけ、ニーズ調査や新制度の円滑な実施、

町の子ども・子育て支援に係る施策について審議する「基山町子ども・子育て会

議」の開催や「基山町子ども・子育て支援事業計画」の策定などに取り組んでい

ます。



きやま 10

(H26.11.1)

基山町での就農相談窓口

基山町農林環境課 農林係

相談日時：随時（午前８時30分〜午後５時15分までの間）

※ただし、土・日・祝日及び12月29日から翌年の１月３日の間は除きます。

場 所：基山町役場２階

主な新規就農者に関する制度の紹介

○青年就農給付金（準備型）

【内 容】

就農に向けて、県農業大学校等農業経営者育成教育機関、先進農家又は先進農業法人等にて研修を

受ける方を支援するもので、給付金の額は１人当たり年間150万円、給付期間は最長２年間です。

【主な要件】

・就農予定時の年齢が、原則45歳未満であること

・研修終了後に独立・自営就農又は雇用就農を目指すこと

・｢研修計画」の内容が、「県が認める研修機関・先進農家等で概ね１年かつ概ね1,200時間以上研修

する」という基準に適合していること

○青年就農給付金（経営開始型）

【内 容】

農業経営開始直後の新規就農者の方を支援するもので、給付金の額は１人当たり年間150万円、給

付期間は最長５年間です。

【主な要件】

・独立・自営就農時の年齢が、原則45歳未満であること

・独立・自営就農であること

・認定新規就農者の認定を受けていること

・今後就農される方だけでなく、農業経営を開始されて５年に満たない方も、要件を満たす場合は対

象となります。

○認定新規就農者認定制度

【内 容】

新たに農業を始める方が作成する青年等就農計画を市町村が認定し、これらの認定を受けた新規

就農者に対して重点的に支援措置を講じようとするものです。

11月を『新規就農推進強化月間』とし、県内で相談会や研修会が開催されます。

農業を本格的に始めようと考えている方はもちろん、農業に興味のある方の相談をお待ちしております。

〜11月は『新規就農推進強化月間』です〜
基山町で農業を始めてみませんか
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【主な要件】

・青年（原則18歳以上45歳未満）及び特定の知識・技能を有する中高年齢者（65歳未満）であること、

またはこれらの方が役員の過半数を占める法人であること

※農業経営を開始して５年以内の上記の方も含みます。

・青年等就農計画が町の基本構想に照らして適切であり、計画が達成される見込みが確実であること

※認定には目標所得や労働日数等の一定の認定基準を満たす必要があります。

【認定新規就農者であることを要件とする主な制度】

・青年就農給付金（経営開始型）

・新規就農者に対する無利子資金制度（青年等就農資金）

農業経営の開始に必要な機械、施設の取得等のための資金について、無利子貸付を行っています。

※詳しくは、お問い合わせください。

農林環境課 農林係 電話９２―７９４５

佐賀県内での新規就農に関するイベント等

○｢就農相談会in『農』と『食』のふれあい祭り」

日時：11月８日（土）午前９時30分〜午後２時

場所：佐賀県農業試験研究センター・農業大学校敷地内（佐賀市川副町南里）

○｢社会人のための農業大学校見学相談会」

日時：11月16日（日）午前10時〜午後３時

場所：佐賀県農業大学校（佐賀市川副町南里）

※事前の参加申込みを必要としますので、佐賀県農業大学校までお問い合わせください。

○｢さが新規就農希望者養成講座」

期日：11月17日（月)〜21日（金）

場所：佐賀県農業大学校（佐賀市川副町南里）及び現地

内容：農業の基礎講座、農作業体験、農家訪問等

定員：10名（参加無料）

※事前の参加申込みを必要としますので、佐賀県農業大学校までお問い合わせください。

詳しくは、佐賀県ＨＰ（http://www.pref.saga.lg.jp/）または

公益社団法人佐賀県農業公社ＨＰ（http://saga-agri.or.jp/）をご覧いただくか、

以下までお問い合わせください。

公益社団法人佐賀県農業公社 電話０９５２―２６―９５０３

佐賀県農業大学校 電話０９５２―４５―２１４５

佐賀県農産課普及・担い手担当 電話０９５２―２５―７１１８
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幹線道路の行止まりを解消するために町道白坂久保田２号

線の道路改良を計画しております。つきましては、道路計画の

工事設計(案)についての説明会を開催いたします。

▷開催日時

11月16日（日）

午後５時〜６時30分（予定）

▷場所

基山町民会館 小ホール

※問合せ先

まちづくり推進課

都市整備係・工務係

電話９２―７９６３

町道白坂久保田２号線の

道路改良計画説明会を開催いたします

中央公園

交番

基山保育園

基山町

図書館

基山駅

けやき台駅

若基小学校

基山中学校

総合グランド

基山小学校

国
道
３
号
線

JR
鹿
児
島
本
線

町民会館

ｰﾀﾝｾ健保

総合体育館

城戸IC

基山町役場

町道白坂久保田2号線

基山町民会館

位　置　図

道路改良区間

基
山
町
消
防
団
秋
季
防
火
訓
練
を
実
施
し
ま
す

11
月
９
日
︵
日
︶
に
基
山
町
消
防

団
第
９
部
管
内
の
白
坂
地
区
で
︑
第

６
区
及
び
鳥
栖
・
三
養
基
地
区
消
防

事
務
組
合
基
山
分
署
の
協
力
を
得
て
︑

基
山
町
消
防
団
秋
季
防
火
訓
練
を
実

施
し
ま
す
︒
ま
た
︑
社
会
福
祉
協
議

会
に
よ
る
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

も
併
せ
て
実
施
し
ま
す
︒

訓
練
は
︑
午
前
７
時
15
分
か
ら
午

前
10
時
30
分
ま
で
行
い
ま
す
︒
そ
の

間
︑
火
災
発
生
︵
午
前
８
時
頃
︶
と

鎮
火
︵
午
前
８
時
30
分
頃
︶
の
サ
イ

レ
ン
を
吹
鳴
し
ま
す
︒

こ
の
訓
練
は
︑
秋
季
火
災
予
防
運

動
︵
11
月
９
日
～
15
日
︶
の
一
環
と

し
て
︑
住
民
の
生
命
と
財
産
を
火
災

か
ら
保
護
す
る
と
と
も
に
︑
防
火
・

防
災
意
識
の
高
揚
を
図
る
た
め
に
実

施
し
ま
す
︒

住
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
︒

※
問
合
せ
先

総
務
課

行
政
係

電
話
９
２
︱
７
９
１
５

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
に
つ
い
て

平
成
23
年
６
月
１
日
か
ら
す
べ
て

の
住
宅
に
︑
住
宅
用
火
災
警
報
器
の

設
置
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
︒

▽
設
置
場
所

設
置
す
る
場
所
は
寝
室
で
す
︒
ま

た
︑
２
階
に
寝
室
が
あ
る
場
合
は

階
段
に
も
設
置
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
︒

▽
購
入
方
法

ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
︑
電
気
店
等
︑

各
店
舗
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
︒

※
家
庭
訪
問
し
て
住
宅
用
火
災
警
報

器
を
高
額
な
価
格
で
販
売
す
る
等

の
事
件
が
全
国
で
は
起
き
て
お
り

ま
す
︒
十
分
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
︒

寝室

居室

階段
寝室

▽どの部屋に取り付けるの？

☆相談は無料です。お気軽にお電話、お立ち寄りください☆

相続 ・ 遺言・ 登記

【月～金】８：３０～１８：３０【土日】電話予約で休日や時間外でもご相談に応じます。

司 法 書 士 大 串 法 光 事 務 所
基山町宮浦１５５（京町JAスタンド交差点南側）

TEL００９９４４２２－－９９２２－－６６７７２２２２成年後見 ・ 法律相談︿
有
料
広
告
﹀
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家
庭
用
井
戸
水
の
検
査
を
実
施
し
ま
す

定
期
的
に
水
質
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う

井
戸
水
の
水
質
は
い
つ
も
同
じ
で

は
な
く
︑
い
つ
の
間
に
か
汚
染
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
︒
井
戸
水

を
飲
用
す
る
場
合
は
定
期
的
に
水
質

検
査
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
︒
水
質
検

査
専
門
業
者
に
よ
る
家
庭
用
井
戸
水

の
集
団
水
質
検
査
を
行
い
ま
す
︒

普
段
井
戸
水
を
お
使
い
の
方
は
︑

こ
の
機
会
に
水
質
を
調
べ
て
み
て
は

い
か
が
で
す
か
︒

検
査
の
申
込
み

▽
受
付
期
間

11
月
11
日
︵
火
︶
～

13
日
︵
木
︶

午
前
９
時
～
11
時

▽
受
付
場
所

役
場
２
階

２
０
１
会
議
室

▽
申
込
み
の
際
の
記
入
事
項

①
氏
名
・
住
所
・
連
絡
先

②
検
査
項
目
の
選
択
︵
別
表
参
照
︒

飲
用
井
戸
10
項
目
は
必
ず
受
け
て

く
だ
さ
い
︒
そ
の
他
は
希
望
者
の

み
の
検
査
で
す
︒︶

③
井
戸
の
深
さ
︵
何
メ
ー
ト
ル
︶

④
井
戸
水
の
お
も
な
用
途
︵
飲
料
水

か
洗
濯
等
の
雑
用
水
か
︶

⑤
上
水
道
も
利
用
し
て
い
る
か
ど
う
か

▽
持
参
す
る
も
の

印
鑑

申
込
み
用
紙
及
び
採
水
容
器
は
受

付
当
日
役
場
会
場
で
お
渡
し
し
ま

す
︒

容
器
の
回
収

▽
容
器
回
収
期
間

11
月
18
日
︵
火
︶︑
19
日
︵
水
︶

午
前
９
時
～
11
時

※
回
収
当
日
の
朝
︑
採
水
し
て
く
だ

さ
い
︒
前
日
に
入
れ
る
と
水
質
が

変
わ
っ
て
し
ま
い
ま
す
︒

▽
回
収
場
所

役
場
２
階

２
０
１
会
議
室

▽
検
査
料
の
支
払
い

容
器
回
収
時

に
お
支
払
い
く
だ
さ
い
︒
お
釣
り

の
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
︒

※
問
合
せ
・
申
込
み
先

農
林
環
境
課

生
活
環
境
係

電
話
９
２
︱
７
９
４
１

町
内
全
域
美
化
活
動

﹁
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
Ｋ
Ｉ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
﹂
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

今
年
も
町
内
全
域
美
化
活
動
﹃
ク

リ
ー
ン
ア
ッ
プ
Ｋ
Ｉ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
﹄
を

実
施
し
ま
す
︒
日
頃
は
︑
環
境
美
化

推
進
員
を
は
じ
め
と
す
る
各
区
役
員

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
の
ご
協
力

に
よ
っ
て
基
山
町
は
ポ
イ
捨
て
等
の

ご
み
が
少
な
い
︑
き
れ
い
な
状
態
が

維
持
さ
れ
て
い
ま
す
︒
し
か
し
︑
よ

り
多
く
の
皆
様
の
ご
協
力
が
あ
れ
ば
︑

広
範
囲
を
短
時
間
で
き
れ
い
に
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
︒

自
分
た
ち
の
住
む
環
境
を
自
分
た

ち
の
手
で
よ
り
よ
い
も
の
に
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
︒

『ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
Ｋ
Ｉ
Ｙ
Ａ
Ｍ

Ａ
﹄
へ
の
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い

し
ま
す
︒

▽
実
施
日

11
月
16
日
︵
日
︶
午
前
中

▽
美
化
活
動
場
所

各
行
政
区
で
選
定
し
た
場
所
又
は

自
宅
周
辺
の
道
路
・
公
園
・
河
川
等

▽
注
意
事
項

○
回
収
し
た
ご
み
に
つ
い
て
は
町
で

ご
み
量
の
集
計
を
行
い
ま
す
の
で
︑

各
公
民
館
に
午
前
11
時
ま
で
に
持
ち

込
み
を
お
願
い
し
ま
す
︒

○
公
民
館
に
持
ち
込
ま
れ
た
ご
み
は
︑

可
燃
物
・
不
燃
物
・
缶
・
ビ
ン
・
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
・
落
葉
く
ず
に
分
別
し
て

く
だ
さ
い
︒
袋
に
入
ら
な
い
剪
定
枝

は
︑
直
径
10
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
・
長

さ
１
．
５
メ
ー
ト
ル
に
細
断
し
て
束

ね
て
く
だ
さ
い
︒

○
ポ
イ
捨
て
・
不
法
投
棄
以
外
の
家

庭
か
ら
の
ご
み
に
つ
い
て
は
︑
持
ち

込
み
が
で
き
ま
せ
ん
︒
定
期
収
集
に

出
し
て
く
だ
さ
い
︒

※
問
合
せ
先

農
林
環
境
課

生
活
環
境
係

電
話
９
２
︱
７
９
４
１

老
人
福
祉
計
画
策
定
の
た
め
の
町
民
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
を
行
い
ま
す

町
で
は
︑
老
人
福
祉
事
業
の
目
標

や
供
給
体
制
の
確
保
に
関
す
る
方
策

を
定
め
る
た
め
に
︑
基
山
町
老
人
福

祉
計
画
を
策
定
し
ま
す
︒

そ
こ
で
︑
町
民
み
な
さ
ま
の
ご
意

見
を
計
画
に
反
映
す
べ
く
︑
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
す
︒

▽
内
容
・
日
時

第
１
回

『高
齢
者
の
生
活
課
題
と
は
﹄

11
月
23
日
(日
)午
前
10
時
～
12
時

第
２
回

『生
活
課
題
の
解
決
に
む
け
て
﹄

11
月
30
日
(日
)午
前
10
時
～
12
時

▽
場
所

基
山
町
民
会
館

小
ホ
ー
ル

▽
参
加
定
員

30
名
程
度

原
則
２
回
の
参
加
が
出
来
る
方

※
問
合
せ
・
申
込
み
先

健
康
福
祉
課

福
祉
係

電
話
９
２
︱
７
９
６
４

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
︒
お

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
︒

項 目
料金

(消費税含)

飲用井戸10項目


一般細菌、大腸菌、硝酸態窒
素及び亜硝酸態窒素、塩化
物イオン、有機物（TOC）、
PH値、味、臭気、色度、濁度  3,000円
鉄 1,000円

マンガン 1,000円

六価クロム 1,000円

ヒ素 1,000円

水銀 1,000円

鉛 1,000円

＜別表＞
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▽
場
所

き
や
ま
ん
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー

多
目
的
室

▽
募
集
人
数

各
コ
ー
ス
10
名

▽
参
加
料

各
コ
ー
ス
３
千
円

※
申
込
み
先

タ
ブ
レ
ッ
ト
同
好
会

年
賀
状
作
成
コ
ー
ス
係

田
中
ま

で電
話
０
５
０
︱
５
８
９
１
︱
６
０
５
３

11
月
４
日
︵
火
︶
か
ら
モ
ー
ル
商

店
街
の
﹁
ま
ち
な
か
公
民
館
﹂
に
て

霞
岑
(か
し
ん
)
会
︵
代
表

松
尾

瞳
さ
ん
︶
の
み
な
さ
ん
に
よ
る
書
道

展
を
開
催
い
た
し
ま
す
︒

ま
た
︑
11
月
20
日
︵
木
︶
か
ら
は

シ
ニ
ア
ネ
ッ
ト
基
山
︵
代
表

澤
田

猛
さ
ん
︶
主
催
の
︑
基
山
町
内
の
神

社
な
ど
の
祀
り
と
行
事
の
写
真
展
を

開
催
予
定
で
す
︒

今
後
︑﹁
ま
ち
な
か
公
民
館
﹂
で
は

第
４
弾
︑
第
５
弾
と
次
々
に
新
た
な

展
示
会
を
計
画
中
で
す
︒
ど
う
ぞ
ご

期
待
く
だ
さ
い
︒
多
く
の
方
々
の
ご

来
場
を
お
待
ち
い
た
し
て
お
り
ま
す
︒

※
問
合
せ
先

モ
ー
ル
商
店
街
事
務
所

電
話
９
２
︱
０
０
２
５

【
今
年
の
年
賀
状
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
！
】

ア
プ
リ
を
使
っ
て
簡
単
に
年
賀
状

が
作
成
で
き
ま
す
︒
未
経
験
者
で
も

出
来
る
よ
う
に
指
導
致
し
ま
す
︒

▽
開
催
日

Ａ
︑
Ｂ
︑
Ｃ
︑
の
３
コ
ー

ス
の
い
ず
れ
か
を
選
択

Ａ
：
11
月
19
日
︵
水
︶︑
20
日
︵
木
︶︑

21
日
︵
金
)

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

Ｂ
：
11
月
26
日
︵
水
︶︑
28
日
︵
金
)

午
前
10
時
30
分
～
12
時

Ｃ
：
11
月
29
日
︵
土
︶︑
30
日
︵
日
)

午
前
10
時
30
分
～
12
時

ま
ち
な
か
公
民
館

展
示
会
の
お
知
ら
せ

︻
基
山
モ
ー
ル
商
店
街
︼

年
賀
状
作
成
講
座

︻
タ
ブ
レ
ッ
ト
同
好
会
︼

基
山
町
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
行
動
計
画
に

関
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
︵
意
見
募
集
︶
に
つ
い
て

本
町
で
は
︑
平
成
25
年
４
月
に
施

行
さ
れ
た
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等

対
策
特
別
措
置
法
の
規
定
に
基
づ
き
︑

基
山
町
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対

策
行
動
計
画
を
作
成
し
ま
し
た
︒
今

回
︑
皆
様
か
ら
の
ご
意
見
を
い
た
だ

く
た
め
︑パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト︵
意

見
募
集
︶
を
行
い
ま
す
︒

▽
募
集
期
間

11
月
17
日
︵
月
︶

～
30
日
︵
日
︶

▽
意
見
を
提
出
で
き
る
方

町
内
に
住
所
を
有
す
る
個
人
︑
町

内
の
事
業
所
に
勤
務
す
る
個
人
︑

町
内
の
学
校
に
在
学
す
る
個
人
及

び
町
内
で
活
動
す
る
事
業
者
そ
の

他
団
体

▽
提
出
方
法

計
画
︵
案
︶
及
び
提
出
様
式
は
︑

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
て
い
た
だ
く
か
︑
情
報

公
開
コ
ー
ナ
ー
に
備
え
付
け
て
お

り
ま
す
︒
郵
送
︑Ｆ
Ａ
Ｘ
︑Ｅ
メ
ー

ル
又
は
持
参
で
の
提
出
を
お
願
い

し
ま
す
︒

▽
注
意
事
項

い
た
だ
い
た
ご
意
見
に
つ
い
て
は
︑

個
別
の
回
答
や
返
却
は
行
い
ま
せ

ん
︒

※
問
合
せ
・
提
出
先

健
康
福
祉
課

保
健
セ
ン
タ
ー

電
話
９
２
︱
２
０
４
５

Ｅ
メ
ー
ル
k
e
n
k
o
fu
k
u
s
i@
to
w
n
.k
iy
a
m
a
.lg
.jp

地域力で乗り越える人口減少社会
～クロスロード地域の持続的な発展に向けて～

参加
無料

手話通訳
要約筆記
あり

日時
場所

１１月２１日（金）　午後２時～４時３0分（午後１時30分開場）
基山町民会館　小ホール（基山町大字宮浦６６６番地）

『人口減少時代における地域づくり』

講師

主催 筑後川流域クロスロード協議会（久留米市・鳥栖市・小郡市・基山町）
後援 西日本新聞社

一橋大学大学院法学研究科
教授　辻　琢也 氏

（６０分） （６０分）

第３１次地方制度調査委員会委員を
務められており、地方行政体制のあ
り方などを検討されています。

筑後川流域クロスロード協議会シンポジウム

『人口減少社会に向けて～「暮らしてみたい」
　　「住みつづけたい」クロスロード地域の創造～』

※問合せ先
企画政策課　総合政策係
電話９２－２１８８

パネリスト

コメンテーター

コーディネーター
辻　琢也 氏

古賀　忠 氏

久留米市長・鳥栖市長・小郡市長・基山町長

（一橋大学大学院法学研究科教授）

（西日本新聞社久留米総局長）

基調講演会 パネルディスカッション
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ヘルスメイトの食育だより② 勤労者福利厚生資金貸付制度を活用しませんか？【九州労働金庫】

九州労働金庫では基山町との協調融資により、町内に在住している勤労者に対し資金の貸付を行っ

ています。

ご利用にあたっては、審査がございます。

●融資限度額 300万円以内

●使 途 生活資金等（教育・自動車・太陽光発電等リフォーム・冠婚葬祭等）

●金 利 年2.0％（別途保証料が必要になります。）

●貸 付 期 間 10年以内

●利 用 条 件

・町内在住の方

・年収が150万円以上で、世帯における年間の総収入額が800万円以下の方

・その他詳しい利用条件についてはお問い合わせください。

※問合せ・申込み先 九州労働金庫 鳥栖支店

電話０９４２―８３―３２１１

基山町イメージキャラクター

■
小
規
模
企
業
共
済
制
度

個
人
事
業
主
︵
共
同
経
営
者
含

む
︶・
会
社
等
の
役
員
の
方
が
事
業

を
や
め
ら
れ
る
場
合
な
ど
に
備
え
て
︑

あ
ら
か
じ
め
資
金
を
準
備
し
て
お
く

共
済
制
度
で
︑﹁
小
規
模
企
業
の
経

営
者
の
た
め
の
退
職
金
制
度
﹂
で
す
︒

特
徴
は
︑
掛
金
が
全
額
所
得
控
除
︒

毎
年
︑
掛
金
が
所
得
控
除
と
な
る
た

め
節
税
効
果
が
あ
り
ま
す
︒

U
R
L

h
ttp
:/
/
w
w
w
.sm
rj.g
o
.jp
/
sk
y
o
sa
i/

■
経
営
セ
ー
フ
テ
ィ
共
済
︵
中
小
企

業
倒
産
防
止
共
済
制
度
︶

経
営
セ
ー
フ
テ
ィ
共
済
は
︑
取
引

先
の
突
然
の
倒
産
が
原
因
で
︑
経
営

悪
化
の
危
機
に
直
面
し
て
し
ま
っ
た

と
き
に
資
金
を
借
入
れ
る
こ
と
が
で

き
る
制
度
で
す
︒
無
担
保
・
無
保
証

人
で
︑
積
み
立
て
た
掛
金
の
10
倍
の

範
囲
内
︵
最
高
８
︐
０
０
０
万
円
︶

で
被
害
額
相
当
の
共
済
金
が
借
入
れ

可
能
で
す
︒

U
R
L

h
ttp
:/
/
w
w
w
.sm
rj.g
o
.jp
/
tk
y
o
sa
i/

※
問
合
せ
先

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
共
通

電
話
０
５
０
︱
５
５
４
１
︱
７
１
７
１

(平
日
：
午
前
９
時
～
午
後
７
時

土
曜
：
午
前
10
時
～
午
後
３
時
)

(独
)中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
が

運
営
し
︑
商
工
会
︑
青
色
申
告
会
︑

金
融
機
関
の
本
支
店
な
ど
の
窓
口

で
取
扱
い
し
て
い
ま
す
︒

11
月
９
日
︵
日
︶
か
ら
11
月
15
日

︵
土
︶
ま
で
の
７
日
間
︑
全
国
一
斉
に

秋
季
火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま

す
︒鳥

栖
・
三
養
基
地
区
消
防
事
務
組

合
で
は
︑
午
後
９
時
に
サ
イ
レ
ン
を

吹
鳴
し
︑
火
災
へ
の
注
意
を
呼
び
か

け
ま
す
︒

▽
全
国
統
一
標
語

｢も
う
い
い
か
い

火
を
消
す
ま

で
は

ま
あ
だ
だ
よ
﹂

※
問
合
せ
先

鳥
栖
・
三
養
基
地
区
消
防
事
務
組

合

消
防
本
部

予
防
課
建
築
係

電
話
８
３
︱
７
９
９
６

小
規
模
企
業
共
済
制
度
及
び

経
営
セ
ー
フ
テ
ィ
共
済
︵
中
小
企
業

倒
産
防
止
共
済
制
度
︶
の
ご
案
内

︻
(
独
)
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
︼

        も と ざ く ら ココ

   デイサービス　 本 桜

鳥栖
　　　　　基山町本桜1673番地98
　　　　　　ＴＥＬ　0942-85-9991 けやき台駅

月極駐車場

歯医者さん
白坂信号

筑紫野 ← ３号線 →

楽しく通って、ちょっと気分転換に、お泊りも

できます。介護が必要な方も大丈夫です。
︿
有
料
広
告
﹀

秋
季
火
災
予
防
運
動
実
施

︻
鳥
栖
・
三
養
基
地
区
消
防
事
務
組
合
︼
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風
水
害
等
の
災
害
で
被
害
を
受
け

た
こ
と
に
よ
り
︑
国
民
年
金
保
険
料

の
納
付
が
困
難
な
場
合
︑
申
請
を
し

て
承
認
さ
れ
る
と
︑
保
険
料
の
全
額

が
免
除
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
︒

▽
対
象
と
な
る
災
害

震
災
︑
風
水
害
︑
火
災

▽
対
象
と
な
る
被
害
の
程
度

被
保
険
者
の
所
有
に
係
る
住
宅
︑

家
財
︑
そ
の
他
の
財
産
に
つ
き
︑
被

害
金
額
が
財
産
価
格
の
お
お
む
ね
２

分
の
１
以
上

▽
必
要
な
書
類

罹
災
証
明
書
︑
ま
た
は
被
害
農
林

漁
業
者
等
と
認
定
さ
れ
た
被
害
認
定

書
の
写
し

※
そ
の
他
に
も
被
災
状
況
届
や
︑
保

険
金
・
損
害
賠
償
金
が
支
給
さ
れ
た

と
き
は
︑
そ
の
金
額
を
確
認
で
き
る

証
明
書
の
写
し
が
い
る
場
合
が
あ
り

ま
す
︒

▽
免
除
さ
れ
る
期
間

罹
災
さ
れ
た
日
の
前
月
分
か
ら
翌

年
の
６
月
分
ま
で

※
問
合
せ
先

佐
賀
年
金
事
務
所

電
話
０
９
５
２
︱
３
１
︱
４
１
９
１

国
民
年
金
保
険
料
は
︑
所
得
税
及

び
住
民
税
の
申
告
に
お
い
て
全
額
が

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま

す
︒
こ
の
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け

る
た
め
に
は
︑
納
付
し
た
こ
と
を
証

明
す
る
書
類
の
添
付
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
︒

こ
の
た
め
︑
日
本
年
金
機
構
か
ら

納
付
し
た
国
民
年
金
保
険
料
額
を
証

明
す
る
﹁
社
会
保
険
料
︵
国
民
年
金

保
険
料
︶
控
除
証
明
書
﹂
が
11
月
上

旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
︒

証
明
の
内
容
は
︑
１
月
１
日
か
ら

９
月
30
日
ま
で
に
納
付
さ
れ
た
国
民

年
金
保
険
料
額
と
︑
年
内
に
納
付
が

見
込
ま
れ
る
額
で
す
︒

ま
た
︑
10
月
１
日
か
ら
12
月
31
日

ま
で
の
間
に
今
年
初
め
て
国
民
年
金

保
険
料
を
納
付
さ
れ
る
方
に
は
︑
来

年
２
月
上
旬
に
証
明
書
が
送
付
さ
れ

ま
す
︒

ご
家
族
の
分
の
国
民
年
金
保
険
料

を
納
付
さ
れ
た
場
合
も
︑
本
人
の
社

会
保
険
料
控
除
に
加
え
る
こ
と
が
で

き
ま
す
の
で
︑
ご
家
族
宛
に
送
ら
れ

た
控
除
証
明
書
を
添
付
い
た
だ
き
申

告
し
て
く
だ
さ
い
︒

※
問
合
せ
先

佐
賀
年
金
事
務
所

電
話
０
９
５
２
︱
３
１
︱
４
１
９
１

新
た
な
年
を
迎
え
る
時
期
に
支
援

を
必
要
と
す
る
方
々
が
地
域
で
安
心

し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
歳

末
お
見
舞
い
を
実
施
し
て
い
ま
す
︒

︹
対
象
︺

１
在
宅
寝
た
き
り
高
齢
者

２
在
宅
認
知
症
高
齢
者

３
在
宅
重
度
障
が
い
児
︵
者
︶

４
低
所
得
世
帯
︵
生
活
保
護
世
帯
を

除
く
︶

５
住
民
参
加
に
よ
り
歳
末
時
期
に
行

わ
れ
る
地
域
福
祉
事
業

＊
対
象
に
は
︑
判
定
基
準
が
あ
り
ま

す
︒
１
～
４
に
つ
い
て
は
地
区
担

当
民
生
委
員
︑
５
に
つ
い
て
は
社

会
福
祉
協
議
会
に
11
月
６
日︵
木
︶

ま
で
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
︒

※
問
合
せ
先

基
山
町
社
会
福
祉
協
議
会

電
話
９
２
︱
３
３
１
１

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
か
い
ろ
う
基
山
は
︑

平
成
16
年
か
ら
活
動
し
て
い
ま
す
︒

中
で
も
環
境
保
全
に
力
を
入
れ
︑
孟

宗
竹
に
侵
食
さ
れ
て
い
る
園
部
の
里

山
に
入
り
︑
孟
宗
竹
を
伐
り
︑
広
葉

樹
を
植
え
て
︑
災
害
に
強
い
里
山
づ

く
り
を
実
施
し
て
い
ま
す
︒
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
で
す
が
︑
平
成
20
年
度

か
ら
は
︑﹁
県
民
参
加
の
森
林
づ
く

り
事
業
﹂
に
採
択
さ
れ
︑
県
の
支
援

を
受
け
て
い
ま
す
︒

年
間
３
︐
０
０
０
本
近
く
の
孟
宗

竹
を
伐
り
︑
昨
年
度
ま
で
に
約
３
・

２
㌶
を
整
備
し
て
き
ま
し
た
が
︑
基

山
町
の
荒
廃
森
林
面
積
の
０
・
５
％

程
で
し
ょ
う
か
︒
な
か
な
か
進
ま
な

い
と
い
う
の
が
実
態
で
す
︒
そ
こ
で
︑

皆
様
と
一
緒
に
整
備
を
し
︑
少
し
で

も
早
く
災
害
に
強
い
里
山
づ
く
り
が

で
き
る
よ
う
に
と
︑
一
昨
年
よ
り
こ

の
イ
ベ
ン
ト
を
始
め
ま
し
た
︒
竹
き

り
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
︒
ど
う
か

皆
様
︑
お
力
を
お
貸
し
く
だ
さ
い
︒

そ
し
て
︑
昔
な
が
ら
の
!
恵
ま
れ

た
里
山
"
を
復
活
さ
せ
︑﹁
人
と
自
然

が
輝
く
ま
ち
き
や
ま
﹂
を
一
緒
に
創

り
上
げ
て
い
き
ま
せ
ん
か
︒

昼
食
を
準
備
し
て
い
ま
す
の
で
︑

森
林
内
で
作
業
で
き
る
服
装
で
︑
お

出
か
け
く
だ
さ
い
︒
お
待
ち
し
て
い

ま
す
︒
な
お
︑
保
険
を
か
け
ま
す
の

で
氏
名
と
年
齢
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
︒

▽
日
時

11
月
15
日
(土
)

午
前
９
時
～
午
後
２
時

受
付

８
時
30
分
～

▽
集
合
場
所

基
山
町
園
部
２
０
９

４

久
保
山
知
里
氏
敷
地
内

▽
服
装
等

長
袖
シ
ャ
ツ
︑
ズ
ボ
ン
︑

滑
り
に
く
い
靴
︑
飲
料
水

※
問
合
せ
先

か
い
ろ
う
基
山

事
務
担
当

松
原

電
話
０
９
０
︱
２
５
１
６
︱
５
０
０
７

災
害
に
よ
る
国
民
年
金

保
険
料
免
除
制
度
に
つ
い
て

︻
佐
賀
年
金
事
務
所
︼

社
会
保
険
料
︵
国
民
年
金

保
険
料
︶
控
除
証
明
を
発
行
～

年
末
調
整
・
確
定
申
告

ま
で
大
切
に
保
管
を
！
～

︻
佐
賀
年
金
事
務
所
︼

�
竹
き
り
�
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

︻
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

か
い
ろ
う
基
山
︼

共
同
募
金

歳
末

た
す
け
あ
い
運
動
に
つ
い
て

︻
基
山
町
社
会
福
祉
協
議
会
︼
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少
子
高
齢
化
の
進
む
中
︑
女
性
の

就
労
は
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
︒
地
方
で
女
性
が
働
き
続
け
る
選

択
肢
と
し
て
︑
起
業
・
創
業
は
大
き

な
役
割
を
果
た
す
と
思
わ
れ
ま
す
︒

本
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
︑
全
国
で
活

躍
す
る
女
性
社
会
起
業
家
の
方
々
を

お
招
き
し
︑
家
事
や
子
育
て
な
ど
暮

ら
し
の
中
か
ら
︑
女
性
や
主
婦
な
ら

で
は
の
視
点
で
身
近
な
ビ
ジ
ネ
ス
の

芽
を
育
み
︑
地
域
再
生
や
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
づ
く
り
︑
魅
力
づ
く
り
な
ど
︑

そ
の
活
動
が
も
た
ら
す
意
義
や
先
進

的
な
取
組
の
事
例
を
紹
介
い
た
し
ま

す
︒こ

の
機
会
に
ぜ
ひ
︑
地
域
に
密
着

し
た
女
社
会
性
起
業
家
の
お
話
を
︑

聞
い
て
み
て
く
だ
さ
い
︒

▽
開
催
日

11
月
９
日
︵
日
︶

▽
時
間

午
後
１
時
30
分
～
５
時
30

分
▽
場
所

基
山
町
民
会
館

小
ホ
ー

ル
※
申
込
み
方
法

参
加
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
︑
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

お
申
込
み
く
だ
さ
い
︒

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
２
︱
７
１
８
︱
８
０
１
１

申
込
用
紙
は
役
場
総
務
課
に
あ
り

ま
す
︒

※
問
合
せ
先

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
マ
ミ
ー
ズ
サ
ミ
ッ

ト
・
全
国
ネ
ッ
ト

電
話
０
９
２
︱
７
６
１
︱
４
３
４
６

※
無
料
で
一
時
保
育
を
行
い
ま
す
︒

た
だ
し
︑
原
則
６
か
月
以
上
か
ら

就
学
前
ま
で
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
︒

夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力

︵
Ｄ
Ｖ
︶︑
職
場
に
お
け
る
セ
ク
シ
ュ

ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
︑ス
ト
ー
カ
ー

行
為
と
い
っ
た
女
性
を
め
ぐ
る
様
々

な
人
権
問
題
に
つ
い
て
の
相
談
を
受

け
付
け
る
専
用
電
話
相
談
窓
口
を
開

設
し
て
い
ま
す
︒
相
談
料
は
無
料
で
︑

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
︑
ひ

と
り
で
悩
ま
ず
︑
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
︒
11
月
17
日
︵
月
︶
～
23

日
︵
日
︶
ま
で
は
︑
全
国
一
斉
﹁
女

性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
﹂
強
化
週

間
で
す
︒
こ
の
期
間
中
は
︑
平
日
の

相
談
受
付
時
間
を
延
長
す
る
ほ
か
︑

土
日
も
相
談
に
応
じ
ま
す
︒

▽
通
常
時
の
受
付
時
間

平
日

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５

時
15
分

▽
強
化
週
間
中
の
受
付
時
間

平
日

午
前
８
時
30
分
～
午
後
７

時土
・
日
曜
日

午
前
10
時
～
午
後

５
時

▽
電
話
番
号
︵
全
国
共
通
︶

０
５
７
０
︱
０
７
０
︱
８
１
０

ゼ
ロ
ナ
ナ
ゼ
ロ

の

ハ
ー
ト
ラ
イ
ン

▽
相
談
担
当
者

人
権
擁
護
委
員
又
は
法
務
局
職
員

※
問
合
せ
先

佐
賀
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

事
務
局

電
話
０
９
５
２
︱
２
６
︱
２
１
９
５

・
国
民
健
康
保
険
税

第
６
期

※
納
期
限
は
す
べ
て

12
月
１
日
︵
月
︶
で
す
︒

※
便
利
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
︒

▽
日
時

11
月
30
日
︵
日
︶

▽
場
所

鳥
栖
市
民
文
化
会
館

３
階
研
修

室
︵
１
︶

▽
内
容
・
時
間

①
ア
ル
コ
ー
ル
パ
ッ
チ
体
質
判
定
テ

ス
ト

②
ア
ル
コ
ー
ル
専
門
病
院
に
よ
る
相

談
︵
①
・
②
午
後
０
時
30
分
～
１

時
30
分
︶

③
講
演
会

｢飲
酒
運
転
根
絶
に
向
け
て
﹂

講
師

鳥
栖
警
察
署

交
通
課
指

導
係
長

坂
田
和
正
氏

｢ア
ル
コ
ー
ル
健
康
障
害
対
策
基

本
法
と
当
病
院
の
関
わ
り
﹂

講
師

独
立
行
政
法
人
国
立
病
院

機
構

肥
前
精
神
医
療
セ
ン
タ
ー

ア
ル
コ
ー
ル
薬
物
病
棟
医
長

武

藤
岳
夫
氏
︵
③
午
後
１
時
30
分
～

３
時
30
分
︶

※
問
合
せ
先
︵
申
込
み
は
不
要
︶

ア
ル
コ
ー
ル
問
題
を
考
え
る
鳥
栖

酒
害
者
と
家
族
の
会

山
口
貞
憲

電
話
８
４
︱
２
４
２
７

▽
日
時

11
月
25
日
︵
火
︶

午
前
11
時
30
分
～
午
後
４
時
10
分

▽
場
所

伊
万
里
市
民
セ
ン
タ
ー

︵
伊
万
里
市
松
島
町
３
９
１
︱
１
︶

▽
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン

｢ひ
と
り
じ
ゃ
な
い
︒
だ
れ
か
が

あ
な
た
の
そ
ば
に
い
る
︒﹂

▽
内
容

・
山
の
音
楽
家

Ｓ
ｈ
ａ
ｎ
ａ

コ

ン
サ
ー
ト
︵
午
後
２
時
～
３
時
︶

・
特
別
講
演
﹁
仕
事
休
ん
で
う
つ
地

獄
に
行
っ
て
き
た
～
丸
岡
的
う
つ

病
と
上
手
に
つ
き
あ
う
心
得
﹂

講
師

フ
リ
ー
キ
ャ
ス
タ
ー

丸

岡
い
ず
み
氏
︵
午
後
３
時
～
４
時

10
分
︶

・
作
品
展
示
・
販
売
︑
相
談
・
啓
発

コ
ー
ナ
ー

な
ど

▽
入
場
料

無
料

※
問
合
せ
先
︵
申
込
み
は
不
要
︶

佐
賀
県
障
害
福
祉
課

電
話
０
９
５
２
︱
２
５
︱
７
０
６
４

伊
万
里
保
健
福
祉
事
務
所

電
話
０
９
５
５
︱
２
３
︱
２
１
０
１

第
22
回
マ
ミ
ー
ズ
サ
ミ
ッ
ト
in
佐
賀

女
性
社
会
起
業
家
フ
ォ
ー
ラ
ム

in
基
山
が
開
催
さ
れ
ま
す

︻
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
マ
ミ
ー
ズ
サ
ミ
ッ
ト
・
全
国
ネ
ッ
ト
︼

第
51
回
佐
賀
県
精
神
保
健
福
祉
大
会

︵
ス
マ
イ
ル
フ
ェ
ス
タ

イ
ン

伊
万
里
︶
の
開
催

︻
佐
賀
県
︼

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
電
話
し
て
く
だ
さ
い

﹁
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
﹂

︻
佐
賀
地
方
法
務
局
︼

第
５
回
ア
ル
コ
ー
ル
問
題

を
考
え
よ
う
公
開
講
座

︻
ア
ル
コ
ー
ル
問
題
を
考
え
る

鳥
栖
酒
害
者
と
家
族
の
会
︼

今
月
の
納
付
・
納
税
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基
山
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議
で

は
︑
町
民
総
ぐ
る
み
の
﹁
青
少
年
健

全
育
成
町
民
大
会
﹂
を
開
催
し
ま
す
︒

こ
の
大
会
は
︑
小
中
学
生
が
︑
学

校
・
地
域
・
家
庭
・
友
人
と
の
関
わ

り
の
中
で
︑
日
頃
考
え
て
い
る
こ
と

や
感
じ
て
い
る
こ
と
を
発
表
す
る
こ

と
で
︑
町
民
の
方
々
に
青
少
年
の
健

全
育
成
に
対
す
る
理
解
と
関
心
を
深

め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て

開
催
し
ま
す
︒

▽
日
時

11
月
８
日
︵
土
︶

午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時

▽
場
所

町
民
会
館

小
ホ
ー
ル

▽
内
容

①
私
の
主
張
︵
体
験
︶
発
表

基
山
小
・
若
基
小
・
基
山
中
・
東

明
館
中

各
校
２
名

②
演
題
﹁
地
域
力
と
教
育
力
﹂

～
地
域
で
子
育
て
︑
み
ん
な
で
子

育
て
～

講
師

大
野
城
ま
ど
か
ぴ
あ

館
長

林
田
ス
マ

様

※
問
合
せ
先

基
山
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議

(教
育
委
員
会
内
︶

電
話
９
２
︱
２
２
０
０

基
山
町
立
図
書
館
で
は
︑
除
籍
し

た
図
書
や
雑
誌
︑
寄
贈
で
い
た
だ
い

て
受
入
し
な
か
っ
た
本
の
無
料
配
布

を
行
い
ま
す
︒
一
人
５
冊
ま
で
で
す
︒

持
ち
帰
り
用
の
袋
等
は
︑
ご
持
参
く

だ
さ
い
︒

▽
日
時

11
月
８
日
︵
土
︶

11
月
９
日
︵
日
︶

午
前
９
時
～
午
後
５
時

▽
場
所

基
山
町
立
図
書
館

玄
関
ホ
ー
ル

※
今
回
は
︑
雑
誌
が
主
と
な
っ
て
お

り
ま
す
︒

※
問
合
せ

基
山
町
立
図
書
館

電
話
９
２
︱
０
２
８
９

｢
第
34
回
青
少
年
健
全
育
成

町
民
大
会
﹂
開
催
の
お
知
ら
せ

︻
基
山
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議
︼

《
不
要
図
書
リ
サ
イ
ク
ル
︾
の
お
知
ら
せ

︻
基
山
町
立
図
書
館
︼

※
訓
練
期
間

６
か
月
間

▽
募
集
資
格

新
た
な
職
業
に
就
こ

う
と
す
る
求
職
者
で
︑
受
講
意
欲

が
あ
り
公
共
職
業
安
定
所
長
よ
り

受
講
指
示
又
は
受
講
推
薦
を
受
け

た
方

▽
申
込
み
期
限

12
月
２
日
︵
火
︶

▽
筆
記
試
験
・
面
接

12
月
９
日
︵
火
︶

▽
訓
練
期
間

平
成
27
年
１
月
６
日

︵
火
︶
～
６
月
29
日
︵
月
︶︵
修
了
︶

▽
受
講
料

無
料
(但
し
︑
テ
キ
ス
ト

代
等
一
部
個
人
負
担
が
あ
り
ま
す
)

▽
申
込
み
手
続
き

最
寄
り
の
公
共

職
業
安
定
所
で
ご
相
談
の
上
︑
応

募
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
︒

※
問
合
せ
先

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
佐
賀
︵
Ｊ
Ｒ

伊
賀
屋
駅
前
︶

電
話
０
９
５
２
︱
２
６
︱
９
５
１
６

職
業
訓
練
受
講
生
１
月
入
所
生
の

募
集
～
公
共
職
業
訓
練
で

で
き
る
を

増
や
し
、
早
期
再
就
職
を
目
指
す
～

︻
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
佐
賀
︼

▽
日
時

11
月
29
日
︵
土
︶

午
前
10
時
30
分
～
午
後
１
時

(午
前
10
時
開
場
︶

▽
場
所

佐
賀
大
学
医
学
部

臨
床

講
堂

２
階

臨
床
大
講
堂

▽
対
象

が
ん
患
者
︑
一
般
︑
医
療
・

介
護
従
事
者
︵
２
５
０
名
︶

▽
参
加
費

無
料

▽
申
込
み
方
法

・
(往
診
ハ
ガ
キ
)

郵
便
番
号
︑
住

所
︑
氏
名
︑
年
齢
︑
電
話
番
号
を

記
入

・
(返
信
ハ
ガ
キ
)

宛
先
に
ご
自
分

の
郵
便
番
号
︑
住
所
︑
氏
名
を
記

入

※
返
信
ハ
ガ
キ
が
当
日
の
受

診
票
に
な
り
ま
す
︒

▽
申
込
み
期
限

11
月
22
日
︵
土
︶

※
必
着

※
問
合
せ
先

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
リ
ン
パ
浮
腫
を
学
ぶ

会

髙
田
仁
子

〒
８
４
３
-
０
０
２
４

武
雄
市

武
雄
町
大
字
富
岡
１
０
１
６
４
︱

３電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
５
０
︱
３
６
７
１
︱
８
２
０
１

rin
p
a
h
u
s
y
u
_
w
o
_
m
a
n
a
b
u
k
a
i@
y
a
h
o
o
.c
o
.jp

第
５
回
リ
ン
パ
浮
腫
を
学
ぶ
会

︻
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

リ
ン
パ
浮
腫
を
学
ぶ
会
︼

募
集
訓
練
名

定
員

機
械
・
Ｃ
Ａ
Ｄ
技
術
科

15

板
金
・
溶
接
施
工
科

15

電
気
設
備
科

18

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
技
術
科

18

建
築
Ｃ
Ａ
Ｄ
科

24

寺田健一郎クラシックギターリサイタル
２０14年１１月9日(日) 14時30分開演

場　所　鳥栖市民文化会館（小ホール）
入場料　事前予約（電話予約あり）、前売り1200円　当日1500円
問い合わせ　寺田ギター教室 0942-96-4345
後　援　みやき町、みやき町教育委員会
　　　　GEN（Guitar entertainment network）

曲目　森に夢見る、アルハンブラの思い出、古賀メロディー、など

︿
有
料
広
告
﹀
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JOCジュニアオリンピックカップ第28回全国都道府県対抗中学

バレーボール大会への佐賀県選抜メンバーに基山町内から平野桃

子さん（香楠中学校３年生）が選ばれ、町長に報告を行いました。

平野さんは「県選抜で優勝を目指します」と力強い抱負を語りま

した。これに対し町長は「日頃の練習の成果を十分に発揮して、

チーム一丸となって頑張ってください」とエールを送りました。

大会は12月25日（木）〜28日（日）大阪市で開催され、都道府県

選抜の男女48チーム（開催地は２チーム）ずつ出場します。

バレー佐賀県選抜メンバーの平野桃子さんが町長を訪問しました

８月22日（金）〜24日（日）に山口県下関市で「第18回全国選抜少年野球下関大会」が開催され、「基山少年

野球クラブ」が見事準優勝に輝きました。

基山町からは、町内の少年野球チームから選手を選抜して「基山少年野球クラブ」を結成し、大会に臨みまし

た。結成期間が短いにもかかわらず、抜群のチームワークを発揮して好試合を繰り広げました。

１・２回戦は投打ががっちりとかみ合い、圧勝で決勝トーナメントに駒を進めました。

翌日はあいにくの雨模様でしたが、前日の勢いそのままに準決勝を逆転で勝ち上がりました。決勝は惜しく

も前年度優勝チームの北谷ドラゴンズ（沖縄県）に敗れましたが、準

優勝という素晴らしい成績に笑顔で大会を終えることができました。

▷大会成績

１回戦 基山少年野球クラブ７―０加茂ファイターズ（鳥取県）

２回戦 基山少年野球クラブ10―０所沢少年野球（埼玉県）

準決勝 基山少年野球クラブ２―１北玉ライオンズ（沖縄県）

決 勝 基山少年野球クラブ１―４北谷ドラゴンズ（沖縄県）

基山少年野球クラブが準優勝に輝きました！

９月12日（金）基山町多目的グラウンドにおいて、

会員100名が参加し、日頃練習で鍛えた技を発揮し、

ホールインワンが34本でるなど熱戦を展開しました。

成績は次のとおりです。（敬称略）

▷男性

優 勝 山口 岩男

準優勝 玉田 喜通

３ 位 松石 信治

▷女性

優 勝 松石 厚子

準優勝 中牟田 瑞子

３ 位 重松 惠美子

基山町老人クラブ連合会

第２回グラウンドゴルフ大会開催

｢社会奉仕の日」の行事の一環として、９月20日

（土）午前８時より48名の会員が基山町中央公園の

草取り等の清掃活動を行いました。

この活動によって、こども達が安心して遊べる

きれいな公園にする

ことが出来ました。

基山町老人クラブ連合会

基山町中央公民館清掃活動を実施
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相談日一覧 その不安や悩み、一人で抱え込まずに、相談してみませんか？
解決の糸口が見つかるかもしれません。

内 容 日 時 場 所 予約・問合せ先

人権行政相談
差別や虐待といった人権に関する問題や国などの行
政に関する問題でのお悩みを受けます。

11月７日（金）午前10時〜午後３時
町民会館１階
小会議室

予約不要

年 金 相 談 年金の受給や手続きに関する相談を受けています。
11月11日・25日（火）
午前10時〜午後３時

役場１階 101会議室
佐賀県年金事務所
電話0952-31-4191

心配ごと相談
家族の問題、金銭トラブル、その他日常生活での色々
な悩み事、なんでもご相談ください。

11月５日・12日・19日・26日（水）
午前９時〜12時

社会福祉協議会
１階相談室

きやまんふれあいセン
ター 電話92-3311

言 語 相 談
子どもさんの言葉や発達に対するご相談を言語聴覚
士が個別相談で受付けます。

11月４日・12月２日（火）
午前10時〜午後４時

鳥栖子育て支援セン
ター 社会福祉法人若楠

電話0942-83-1288
11月18日（火）午後１時〜４時 若楠療養園

心 理 相 談
子育ての悩みや発達に遅れがある子どもさんの療育
についてのご相談を臨床心理士が個別相談で受付け
ます。

11月１日･12月６日（土）
午前10時〜午後５時

若楠療養園
社会福祉法人若楠
電話0942-83-1288

消費生活相談
契約トラブルや商品の事故などについて、専門の相
談員が対応します。

11月７日・14日・21日・28日（金）
午前９時30分〜午後３時30分

役場３階 301会議室
※来所でのご相談希望の場

合は、前もって相談開催

日に電話でお問合せくだ

さい。電話相談も受け付

けています。

企画政策課
電話92-2188
※お急ぎになる場合は佐賀県

消費生活センターへ

電話0952-24-0999
※土・日曜日も開いています。

女性総合相談
職場や地域での対人関係、夫婦間や子どものことに
ついてなど、生き方にかかわるさまざまな悩みを女
性の相談員が一緒に考えます。

11月20日（木）
午前10時〜午後４時

役場１階 102相談室
健康福祉課
電話92-7964

介 護 相 談
高齢者の介護等に関することや、福祉および介護保
険のサービス利用についてなど、生活に関する様々
な悩みや相談をお受けします。

11月６日・20日（木）
午前９時〜12時

基山町福祉交流館
相談室１（1階）

基山地区地域包括支援
センター
電話81-7039

障害児者相談
障害児者に対しての制度や全般について相談を受付
けます。

11月11日・25日（火）
午前９時30分〜12時30分

基山町福祉交流館
相談室１（1階）

特定非営利法人支援セ
ンターキャッチ
電話0942-87-8956

クロスロードコーナークロスロードコーナー

【鳥栖】

ハートライトフェスタ2014

今年は「イルミで創る笑顔の絆」

をテーマに、市民の皆さんに気軽に

参加していただけるようなボラン

ティアデーを設けるなど、より多く

の人がイルミネーションを創り上

げる楽しさを感じて笑顔あふれる

イベントとなるよう取り組んでい

ます。家族、友達、大切な人と、鳥

栖の素晴らしい冬のひとときをお

楽しみください。

11月23日（日・祝）の点灯式では、

市制施行60周年をお祝いする「60人

でつなぐ聖火リレー」などを企画中

です。詳しくはハートライトフェ

スタ2014ホームページ（http://www.

tosuyeg.com/heartlightfesta/）または

フェイスブックページ（https:

//www. facebook. com/heartlightfesta）

をご覧ください。

▷日時 11月23日（日・祝）〜12月

27日（土）、午後５時30分〜10時、

点灯式は11月23日（日・祝）

午後５時30分〜

▷場所 鳥栖市中央公園一帯（フレ

スポ鳥栖西側）

▷入場料 無料

※問合せ先

鳥栖商工会議所

電話０９４２―８３―３１２１

ＦＡＸ０９４２―８３―８８８８

【小郡】

オータムフェスタ in おごおり

あま〜い恋人2014

▷期日 11月22日（土）

▷場所 小郡市生涯学習センター

（小郡市大板井1180-1）

▷時間 午前10時〜午後４時

▷内容 小郡のおいしいスイーツ

の紹介や、市内生産の花を使用し

たフラワーアレンジメント教室

のほか、スイーツの試食・販売や

お茶会などイベントが盛りだく

さん！また七夕広場では小郡で

とれた野菜の販売なども行われ

ます。

※問合せ先

小郡市観光協会

電話０９４２―７２―４００８

【久留米】

ふるさとくるめ農業まつり

▷開催期間 11月８日（土）、９日

（日）

▷開催場所 久留米百年公園・リ

サーチセンタービル

▷内容 久留米の豊かな実りや食

と農に関する情報発信・体験・交

流イベントの他、新鮮な久留米産

農産物の大直売所などもありま

す。

｢くるめ食育フェスタ2014」と同

時開催（午前10時〜午後４時）

※問合せ

ふるさとくるめ農業まつり実行

委員会（久留米市農政部農政課

内）

電話０９４２―３０―９１６３

ＦＡＸ０９４２―３０―９７１７
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町の人口（９月末日現在）

総人口 17,593人

（前月比 ＋２人）

男 8,378人 女 9,215人

世帯数 6,497世帯

（前月比 ＋18世帯）

午前９時から午後７時まで

鳥栖市休日救急医療センター

TEL（83）0119

日曜・祝日の救急医療

消防署

鳥栖市役所

鳥栖市休日　　　
救急医療センター

国
道
34
号
線

1 土

基山町文化祭（〜３日) 若基小５年宿泊学習

（10/30〜) 東明館中学・高校入試説明会 基山保

育園・たんぽぽ保育園防災フェスタ 見真幼稚園・

基山幼稚園平成27年度入園願書受付開始 社協高

齢者と子供のふれあいグラウンドゴルフ大会

2 日
13区子どもクラブリサイクル活動 基山幼稚園ふ

れあいまつり（バザー）

3 月 祝文化の日

4 火
町老連定例役員会 13区さくら会バスハイク 若

基小５年振替休日

5 水
農業委員会 町職員採用第二次試験 社協心配ご

と相談 憩の家気功教室

6 木
基山小６年修学旅行（〜７日) 若基小薬物乱用防

止教室 基山中全学年学力診断テスト

7 金

人権行政相談 消費相談生活 ７区みどりの日

基山小全学年修学旅行 第11回佐賀県老人クラブ

グラウンドゴルフ大会

8 土
第34回青少年健全育成町民大会 15区秋の自慢展

（〜９日) 基山郵便局絵手紙教室

9 日

第24回クロスロードスポーツ・レクリエーション

祭 秋季防火訓練（９部管内) 秋季全国火災予防

運動週間（〜15日) １区グラウンドゴルフ大会

社協災害ボランティア講座

10 月
１１区文化祭（〜16日) 町老連友愛ヘルプ活動

憩の家カラオケサークル

11 火

年金相談 補導員会学校訪問 若基小学校開放週

間（〜14日) 基山中１年ＡＥＤ講習会 見真幼稚

園勤労感謝の行事

12 水
基山保育園園庭開放 社協心配ごと相談、認知症

相談 憩の家気功教室、知って得するミニ講座

13 木
民生・児童委員協議会 基山保育園避難訓練 社

協知的障害者（児）相談

14 金

消費生活相談 13区育児サロン 若基小若基っ子

集会 町老連第３回グラウンドゴルフ大会 憩の

家料理教室

15 土
防災の日 けやき台シニアの集い 福祉交流館

チャレンジ教室

11月のこよみ

16 日

クリーンアップＫＩＹＡＭＡ 12区子どもクラブ

清掃活動 13区グラウンドゴルフ大会 15区２丁

目ふれあい果物狩り

17 月
基山小就学児検診 社協健康生活支援講座 憩の

家カラオケサークル

18 火
基山幼稚園勤労感謝の行事 たんぽぽ保育園保育

参観（〜21日) 憩の家手芸サークル（〜21日）

19 水 社協心配ごと相談

20 木 12区70歳以上食事会 基山中２年護身術講習会

21 金

団体長連絡会 安全なまちづくり推進協議会 消

費生活相談 運営委員会（５区) 基山小基山っ子

集会 若基小親子もちつき大会

22 土
運営委員会（８・15・17区) 見真幼稚園生活発表

会 ＪＲ九州ウォーキング

23 日

祝勤労感謝の日 運営委員会（１・２・６・７・10

区) ６区城戸老松宮大祭り 10区子どもクラブ

資源ごみ回収 12区囲碁大会

24 月 運営委員会（４区）

25 火

年金相談 運営委員会（３・９・11区) 基山中薬

物乱用防止講演会 基山中期末テスト（〜27日)

社協布のおもちゃボランティア講座

26 水

社協心配ごと相談、共同募金会、理事会、評議員会

憩の家レクリエーション、健康相談、アロマハン

ドマッサージ

27 木
運営委員会（13・16区) 14区のぞみの日 若基小・

基山中避難訓練

28 金
消費生活相談 基山中子ども映画鑑賞会 憩の家

料理教室

29 土
運営委員会（12・14区) ５区老松神社籠もり焚き

基山保育園お遊戯会

30 日

１区園部宝満宮籠もり焚き ３区レクレーション

大会 17区ワンワンパトロール 基山幼稚園生活

発表会 ＪＡさが東部地区農業祭り

日 曜 行 事 日 曜 行 事

町営住宅の空家状況

空家 入居待機者

園部団地 ０戸 １世帯

割田団地 ０戸 ４世帯

本桜団地 ５戸 ０世帯


